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2 学期を迎えるにあたって 
 

 
おはようございます。皆さん、おかえりなさい。（手話で） 

 
今日より 2 学期が始まります。今年の夏は、過去最高の猛暑日続きでした。都内では 30

度以上にならない日が、8 月は 2 日しかなかったとか。今日も 35 度超えのようですし、し
ばらく続くようですから、くれぐれも熱中症にならないように留意しましょう。 
 

さて、4４日あまりの休みは、たくさんの時間をゆったりと活用して、心も体もリフレッシ
ュさせ、新たな気持ちで今日を迎えることができましたか。今日、こうして皆さんが、健康
で参集できたことをうれしく思います。少しずつギアをあげて、1 学期のようなエネルギッ
シュな生活に戻していきましょう。 

今週は学活等の時間を使って２学期の個人の目標を立てると思いますが、１学期に達成で
きたこと、一方できなかったことを今一度振り返り、その反省を生かしてください。４月に
も伝えましたが、目標を立てる時は、具体的で且つ達成できそうな、小さな目標を積みあげ
ていくことをお勧めします。 
 
2学期であるこの時期は、学校の活動が充実する時期です。クラスも４月の頃に比べると、

ギスギスした関係も少なくなり、助け合ったり、励まし合ったりと徐々にまとまりつつある
と思います。学校は、皆さんたちの成長のために、国語や数学などの教科等の勉強のほか、
望ましいに人間関係をつくっていく力や集団の中で個性を輝く力を身に付けていく活動を、
年間を通じて計画しています。学校行事はその代表ともいえるものです。クラスはもちろ
ん、学年をも越えて自分が感じていることや思っていることを発揮する大切な活動です。で
すから、どこの学校でも合唱コンクールや学習発表会などの文化的な学校行事が、この秋の
時期に計画されています。貫井中学校も、これから運動会と同様に、皆さんが熱中して取り
組む学校行事の「合唱コンクール」が待っていますね。運動会以上に、結集する力を披露す
る時間にしていきましょう。 
 
さて９月１日は「防災の日」です。日本は自信や台風をはじめとした自然災害が多い国で

す。だからこそ、私たちは「自分の命を守る行動」を知り、考え、備えを万全にしておくこ
とがとても大切です。 
本日は、区の防災課、貫井町会の消防団の方々が来てくださり、命を守るための大切な講

話をしてくださいます。災害はいつ、どこで、どのような形で起こるかわかりません。でも
日頃から「もしも」のときに、どう動くかを考えておくことで、命を守ることができます。
避難訓練や家族との話し合いもその一つです。 
中学生である皆さんには、ただ話を聞くだけでなく、「自分だったらどう行動するか」「家

族や友達とどう助け合えるか」を考える力があります。本日の講話で学んだことをぜひ、自
分ごととして受け止めてください。命を守る行動は、日々の小さな意識から始まります。皆
さんの前向きな姿勢に期待しています。 

 
２学期も、皆さんが安心して学ぶことができるよう、先生たちも力を合わせていきます。

自分はもちろん、周りの命を大切にする行動を一番に、有意義な毎日にしていきましょう。 


